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３．水準点変動図の説明 

 

(1) 変動量は、仮不動点の標高を基準とし、水準点間の今回の観測比高から算出さ
れる新水準点標高と前回の観測比高から算出される旧水準点標高の差から求め

ている。 

(2) 水準点が再設や傾斜改埋等のため比較不能のものについては、点線で示し、そ
れらが図の両端にあるときは空白とした。 

(3) 前回観測から今回観測の間に移転改埋を行った点は白ぬきで表示した。 
(4) 昭和 39年度から、建設省道路局長（当時）と国土地理院長の覚書により、道路
管理者が 1km毎に設けた距離標に併設した一等水準点（道路水準点）には、国
道番号と連番号をハイフンで繋げた「001-181」のような番号を付けている。

(5) 変動量が特に大きい場合は、図を見やすくするため変動量グラフの縦軸目盛り
を間隔を通常の 1cmより変更している。 
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